
新入生諸君へ

学 長 中 嶋 嶺 雄
（同際｜品l係論）

新入生諸君！入学おめでとう。 それぞれに厳しい

受験生活をくぐりぬけて、 本学に見事合格したので

すから、 解放感とともに未来への大きな�·；を描いて

いることでしょう。 心からお祝い申し上げます。

新しい世紀を目前にして、 私たちの同時代史には、

今、 様々な変動が起こっています、 永い歴史と伝統

を誇る本学は、 このような時代の転換を真剣に受け

とめ、 21世紀の新しい束外大像を求めて、 大学改革

への歩みを大きく踏み出してきております。

その一環として、 一昨年度からはさらに、 50校に

近い世界各地の交流協定校から迎える短期留学生中

心の英語や地域言語による「東京外国語大学国際教

育フ。ログラム（ISEPTUFS）」もスタートしました。

本学への留学生は現在570名で全学生数の13.5%に

も達し、 日本の大学で最も留学生比率の�·�い大学に

なっており、 本学はきわめて国際色豊かな、 居なが

らにしての異文化交流の場になってきております。

留学生関連では、 本年度から、 私が現在、 国際事務

局の事務総長を務めているUMAP （アジア太平洋

大学交流機構）の活動も本格的に始まり、 アジア太

平洋地域の大学問での単位互換が可能になりますが、

本学はその拠点校になる予定であります。

こうして本学は言語を核としたForeign Studies 

（外国学）の総合大学としての発展を計りつつあり

ますので、 新入生諸君は、 前半の2年!Mlで集中的・

重点的に専攻諾をマスターし高度の外国語運用能力

を身につけて、 さらに専門的能力を高めていただき

たい。 そうしてこそ諸君は、 国際接触の第一線を担

うばかりか、 真に国際的なリーダーたり得る人材に

なれるでしょう。

国立大学のあり方が厳しく間われている今日、 本

学もまた、 さらに大学改革を大きく進めて其に個性

的かつ創造的な大学に生まれ変わろうとしておりま

す。 またマスメディアでも注目を集めている「五大

学迎合」（東京工業大学、 一橋大学、 東京医科歯科

大学、 東京芸術大学と本学との多面的な連携柿泡！）

も新しい世紀の始まりとともに具体化する予定です

ので、 優秀な諸君の期待にー｜－分応えられるものと確

イ言しております。

｜時あたかも本学では、 いよいよ懸案のキャンパス
移転統合が開始されることになり、 工事は順調に進

捗rj Iですので、 諸君は本年2000（平成12）年10月から

は、 新しいキャンパスでの授業を受けられることに

なります。

移転先の都下府中市の旧米軍キャンプ関東村跡地

は、 東京近郊に残された数少ない広大な固有地スペ

ースとして絶好の立地条件にあり、 ここに現キャン

パスの約3倍の敷地を確保できましたので、 私は学

長として、 移転先の紙型かな自然環境を大切にしつ

つ、 21世紀の日本を代表する、 世界に誇れる大学キ

ャンパスを実現したいと思っております。 諸君、 ど

うか期待して下さい。

以上のような意味で、 諸君はまさに本学にとって

の歴史的な再生の時期に、 本�の学生であるのです。

そのような誇りをもって、 どうか大いに頑張ってい

ただきたい。 諸君のご健闘を信じております。

新入生諸君へ　東外大ニュース-2000.04.04



大変の秋、 挑戦の時

副学長（教育・学生担当）

高 橋 作太郎

ここ何年かのあいだに日本の大学は大きな変貌を
遂げた。 多くの大学に存在した教養部という組織が
すべて姿を消した。 教養と専門の壁が取り払われ、
前j�J 2年の教養、 後期2年の専門といった区分は希
叫になった。 もともと教養部がなかった外部でも、
今から5 年前の1995年に一大改革が失地された。
「ノfンキョウ」 として学生諸君からいささか悦んじ
られていた一般教Tl科目がなくなっただけでなく、
ほとんどすべてのが｜目区分が一新された。 新たに総
合科目が導入され、 向由科目の制度が設けられた。
卒業のために必袈な単位も140から126へと減少した。
創立以来100年の歴史を有した語学科 （英米語学科、
ドイツ語学科な ど）が組織替えされて謀れとなり、
新制大学以米半世紀にわたって存続した前年：文学専
修と国際関係専修、 この2つの、 巾身は名称ほ どに
は追わなかった納豆に代わって、 言而. ti'.；報、 待合
丈化、 地域・国際の3コースが設けられた。

これらー述の改革は、 学生諸君にとって何を意味
したのだろうか。 それは、 大学生活の設ii－！－を諸君自
身が自主的に決めるl'I由が拡大したということだろ
う。「外国語」 大学として、 2年！日］の主...1N攻話24l:i1
位の特訓は変わっていないし、 1年から2ゴ1=._ 2 .1j三
から3年と2 I立にわたって進級判定する外部独自の
制度もなお厳然として存在するが、 あとは、 主専攻
訴をもとに、 向分が将来何をしたいのか、 そのため
には大学で何をすべきかに応じて授業科IIを選び取
っていけばいい。 必修単位削減による余fl！�ともあい
まって、 自分のJ市いた学生生活を実現する可能性が、
かつての制度と比較して格段に高まったわけである。

では、 改革は当初の思惑 どおりの成�－を挙げてき
たのだろうか。 －111；年度からその検証作業が、 「自
己点検」という形で行われて、 新制度に作うさまざ
まな問題点が明らかになってきた。 それらをどう克
服し、 今後大学を どう変革していくかは、 昨年秋以
来、 特別な委.l�会でよk1-IJ的に議論され、 3rl＊には
すて‘‘にこ結
外困語学昔I＼を絞数：字：背I＼に改組する、 といった採も従

2 

．．． 

起されている。 より実現性の日いのは、 指導教官制
の導入および卒業論文もしくは卒業研究の必修化で
あろう。 これは、 すべての学生が2年次ないし3年
次において指導教官を選び、 小人数セ’ミに所刺して、

4年次にはあるテーマのもとにまとまった研究をも
のすることを義務づける体制である。「外語では沼
たちのやりたいことが、 nたちドl身の設計によって
「I rl Iにできますよ」といっても、 現実には「l分が何
をしたいのか、 何に適性があるのかわからなゆ学生
が多い。 教師は学生のそうした悩みにもっと手をさ
しのべるべきではないか、 というJi.省がこの制度の
？？訟にはある。 同様の考えからすでに導入が決まっ
ているのがオフィスアワーで、 これは各教官が設定
する而談時間のこと。 このfl,J:lllJ併に研究室を訪ねれ
ば、 先生がよろず相談にのってくれる制度である。
どうか大いに活用して、 n:に尖のあるものにしては
しい。

以上は、 新入生諸君にとって所与の制度であるが、
君たち「l身が身を以て一大変革を経験するのは、 こ
のJi.に行われる新キャンパスへの移転であろう。 大
講義主には最新鋭の設備が導入され、 小教室には外
国間学科にふさわしい機器が装備される。 的事処理
センターの管理のもとに、 キャンパスの弁所作 総数
5 、 6百台のコンビューターが，没世されて、 ↑a報リ
テラシ一・コンビュータリテラシー教育が実地され、
向山にパソコンが利用できるようになる。 図：＇｝fifi＇ま
而同を一新する。 しかし、 何よりも学生諸君に歓迎
されるのは、 学生会館であろう。 これまて外語には
学生会館がなかった。 新入生訪れは、 先輩たちのこ
れまでのみじめな思いを、 今年のJ·iii半と後半の生前
を通じて体験することになるにちがいない。 ただ、
キャンパスはよくなるが、 大ザ：を取り巻く環境はい
よいよ雌しい。 ぼんやり過ごしていたら就職もまま
ならないだろう。 しかし、 厳しいとさこそ挑戦の好
機である。 どうか心して4 iF-lllJを過ごしていtt:だき
たい。
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